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先生が生徒に対し、
教育目的に基づく
⾏為や制裁

（いわゆる「指導」）

事実⾏為としての
注意、警告、叱責、説諭、訓戒

法的効果をもたらす
訓告、停学、退学の処分

身体に、直接的又は間接的に
⾁体的苦痛を与える⾏為 体罰

神奈川県の考え⽅
実際に⾏った懲戒の⾏為が、体罰かどうか判断するに当たっ
ては、当該児童・生徒の年齢、健康、⼼身の発達状況、当
該⾏為が⾏われた場所的及び時間的環境、懲戒の態様等
の諸条件を総合的に考え、個々の事案ごとに対応

平成２５年７⽉体罰防⽌ガイドライン 神奈川県教育委員会
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子どものことを考えると
⼼を⻤にして…

⼤人の感情が暴⼒
という形で爆発

「何とかいうことを聞かせたい︕︕」
恐怖で⾏動を押え込む

自分が子供の時は
こういう風にされた︕
(歴史的負の連鎖)

とにかく早く
改善させたい！

(即効性の効果への希望)

⽣意気な︕︕
(指導者の未熟性)

「怒られ慣れ」により
コントロールできない

（⾏為のエスカレート）
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学校教育法では、校⻑及び教員は，教育上必要があると認められる
ときは，監督庁の定めるところにより，学生，生徒及び児童に懲戒を
加えることができる。ただし，体罰を加えることはできない。
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 授業中、再三の指導にも従わず、なおも後ろの席の生徒に話しかけ、足を投げ
出す姿勢の生徒に対し足を蹴った。

 授業中、寝ていた生徒に対し、口頭による注意を繰り返したが、起きなかったため
、耳を数回にわたって引っ張り、顔を上げさせた。

 指導に従わない生徒に対し、首元を押さえて体育館の端まで押し退けた。
 部活動中、気の抜けたプレイ等をした複数の生徒に対し、頭や背中等をペットボ
トルや平手で叩いた。

 授業中、ノートに落書きをしていた生徒に対し、以前から指導していたにもかかわ
らず、 改善が⾒られなかったので、頭を教科書で叩いた。

体罰と判断された事例

平成２５年７⽉体罰防⽌ガイドライン 神奈川県教育委員会昭和の学生時代
とは⼤きく違う
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「すべての子どものすこやかな成⻑のために」より
子どもすこやかサポートネット
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私たちに
できること
⼼の余裕

怒りがこみ上げてきた
と思ったら、⼀呼吸︕

話し相手や
共感者をもつ

子どもの
⼀般的発達を知ろう

子ども自身が前向きな
⾏動を取れるよう

自己肯定感形成をサポート

問題⾏動を子ども自らの手で
解決できるよう⼼がける

あたたかさと枠組みの
提供を⼼がける

対話による解決の重要性を
身をもって子どもに教える

子どもの権利とは、世界中のすべての子どもが、⼼⾝ともに健康に、自分らしく育つための権利です。
そして、この子どもの権利の基本は、1989年11⽉の国連総会で採択された「子どもの権利条約」に定められています。

子どもには権利があります

生きる権利 育つ権利 守られる権利 参加する権利


